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　血液製剤の国内自給を基本とした安定供給を確保する

ためには、その原料である血液を献血によって安定的に

確保する必要があります。

　近年の献血者数のピークは平成22年度の533万人

でしたが、その後は減少傾向で平成29年度は473万

人と約11％減少しています。特に10代から30代の

同期間の献血者数は、約33％も減少しています（図２

－９）。また、平成29年度の年齢別の献血率（献血可

能人口に対する献血者数（延べ人数）の割合）を見ると、

18歳では7.8％と平均の献血率5.5％と比べて高い数

値を示しているものの、仕事や家事で献血する時間を確

保できないなどの理由により、20代から30代前半に

若年層に対する献血推進活動

　　　　　　　（日本赤十字社提出資料より厚生労働省作成）

図２－ 9　年代別献血者数と献血量の推移

　　　　　　　（日本赤十字社提出資料より厚生労働省作成）

図２－ 10　年齢別献血可能人口と献血率
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かけて、減少傾向となっています（図２－10）。

　少子化で献血可能人口が減少している中、将来に亘り、

安定的に血液を確保するためには、若年層に対する献血

推進活動が、これまで以上に重要となっています。

　厚生労働省では、若年層に対する献血推進活動の取組

として、平成２年度から高校生向けテキスト「けんけつ

　HOP　STEP　JUMP」を全国の高校に配布してお

り、文部科学省の協力を得て授業での活用を求めていま

す。平成21年７月に改定された「高等学校学習指導要

領解説／保健体育編」に「献血の制度があることについ

ても適宜触れる」ことが追記され、平成25年度から高

校の保健体育の授業でこのテキストを活用していただく

環境が整いました。また、平成17年度から中学生を対

象とした献血への理解を促すポスターを全国の中学校に

配布しています（図２－11）。さらに、平成30年度

には新たな取組として、若年層向けの献血啓発映像資材

を作成したほか、この映像資材に登場する「献血アイド

ル」のキャラクターを使った献血啓発ポスターを大学等

に配布しています（図２－12）。加えて、学校献血や献

血セミナーといった献血に触れ合うための機会を高校等

において積極的に受け入れてもらえるように文部科学省

へ協力を要請しています。

　さらに、一度献血を経験した方が継続して献血をして

いただくことは、必要血液量を安定的かつ効率的に確保

するだけでなく、安全な血液製剤の供給の観点でも重要

であることを広く国民に周知するとともに、日本赤十字

社が運営している複数回献血クラブ「ラブラッド」（図

２－13）への登録を呼びかけています。

　なお、地方公共団体及び日本赤十字社では、地域の実

情に応じて、小中学生の段階から献血に関する知識の普

及啓発を目的とした「キッズ献血（模擬献血）」などを

行っているほか、社会福祉法人はばたき福祉事業団によ

る、幼児向けの絵本「ぼくの血みんなの血」や厚生労働

省ホームページの「けつえきのおはなし」など、幼少児

期からの取組も行われています（図２－14）。

図２－ 11 　「けんけつ HOP STEP JUMP」（左）、
中学生を対象とした献血への理解を促すポスター（右）

図 2 － 14　けつえきのおはなし図 2 － 13　

図 2 － 12
（映像は厚生労働省ホームページで閲覧できます）
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